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◆
ペ
リ
ー
来
航
と
横
浜

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
三
日
、
ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長
官
マ
シ
ュ
ー
・

カ
ル
ブ
レ
イ
ス
・
ペ
リ
ー
率
い
る
四
隻
の
艦
隊
が
浦
賀
沖（
横
須
賀
市
）に
来
航
し
ま
し
た
。

ペ
リ
ー
は
、
開
国
を
要
求
す
る
大
統
領
フ
ィ
ル
モ
ア
の
国
書
を
渡
し
、
来
春
の
再
来
航
を

告
げ
ま
す
。

翌
年
、
予
告
通
り
江
戸
湾
に
姿
を
現
し
た
ペ
リ
ー
艦
隊
は
、
正
月
十
六
日
に
柴
村
沖

（
横
浜
市
金
沢
区
）
に
碇
を
下
し
ま
し
た
。
日
米
会
談
の
応
接
地
を
ど
こ
に
す
る
の
か
を

め
ぐ
っ
て
は
、
浦
賀
を
主
張
す
る
日
本
側
と
浦
賀
よ
り
も
江
戸
に
近
い
場
所
を
望
む
ア
メ

リ
カ
側
と
の
間
で
交
渉
が
難
航
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
日
本
側
が
江
戸
に
近
い
横
浜
村

を
提
案
し
た
こ
と
で
落
着
し
ま
し
た
。

二
月
十
日
に
ペ
リ
ー
が
横
浜
村
に
上
陸
し
、
数
度
の
日
米
会
談
を
経
て
、
三
月
三
日
に

は
日
米
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
歴
史
の
中
で
も
〝
ペ
リ
ー
来
航
〞
は
も
っ
と
も
有
名
な
出
来
事
の
一
つ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
小
学
生
の
中
で
も
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家
康
に
並
ん
で
ペ
リ
ー

は
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ペ
リ
ー
来
航
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
博
物
館
で

展
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
横
浜
の
歴
史
に
と
っ
て
は
、
そ
の
後
の
横
浜

開
港
に
つ
な
が
る
前
史
と
し
て
ペ
リ
ー
来
航
、
そ
し
て
ペ
リ
ー
の
横
浜
上
陸
は
と
て
も
重

要
な
出
来
事
で
す
。

◆
横
浜
市
域
を
守
っ
た
武
士
た
ち

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
ペ
リ
ー
来
航
に
際
し
て
、
警
備
の
た
め
に
多
く
の
武
士
が
横
浜

市
域
に
や
っ
て
き
て
い
た
こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
特
に
、
二
度
目
の
ペ
リ
ー
来
航

の
際
に
は
、
金
沢
は
武
州
金
沢
藩
（
横
浜
市
）、
本
牧
は
鳥
取
藩
（
鳥
取
県
）、
横
浜
は
小

倉
藩
（
福
岡
県
）
と
松
代
藩
（
長
野
県
）
が
警
備
を
担
当
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
藩
は
、
警

備
の
た
め
に
多
く
の
家
臣
を
現
場
に
派
遣
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
本
牧
を
守
っ
た
鳥
取
藩
（
支
藩
等
含
め
）
は
総
勢
二
千
人
近
く
の
家
臣
を
本

牧
に
派
遣
し
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
村
内
の
八
王
子
権
現
か
ら

十
二
天
社
の
間
に
か
け
て
台
場
を
築
き
警
備
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
数
か
月
の
間
で
す

が
、
多
く
の
武
士
た
ち
が
本
牧
に
滞
在
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
彼
ら
は
、
ペ
リ
ー
艦
隊

と
対
峙
し
な
が
ら
、
自
ら
の
体
験
を
日
記
や
手
紙
に
記
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
日
記
資
料
は
藩
の
公
的
な
記
録
ば
か
り
で

は
な
く
、
警
備
に
あ
た
っ
た
武
士
一
人
一
人
が
私
的

に
書
き
記
し
た
も
の
が
沢
山
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
現
在
に
伝
存
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
ま
だ
発

見
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た

多
く
の
武
士
た
ち
が
日
記
や
手
紙
を
書
い
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
こ
う
し
た
ペ
リ
ー
来
航
の
際
に
、
現
場

で
警
備
を
担
っ
た
武
士
た
ち
の
日
記
や
手
紙
等
の
資
料
を
も
と
に
ペ
リ
ー
来
航
の
新
た
な

一
面
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
武
士
た
ち
が
み
た
ペ
リ
ー
来
航

本
展
示
で
は
、
主
に
四
人
の
武
士
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
が
記
し
た
日
記
や
手
紙
を
中
心

に
、
現
場
の
武
士
目
線
の
ペ
リ
ー
来
航
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①

金
沢
藩
士
・
萩
原
唯
右
衛
門
の
日
記
二
冊
、
②
鳥
取
藩
士
・
角
田
安
処
の
日
記
一
冊
、
③

小
倉
藩
士
・
桐
原
鳳
卿
の
日
記
二
冊
、
④
松
代
藩
士
・
佐
久
間
象
山
が
家
族
に
宛
て
て
書

い
た
手
紙
二
通
で
す
。
佐
久
間
象
山
は
幕
末
の
学
者
・
思
想
家
と
し
て
著
名
で
す
が
、
ほ

か
の
三
人
は
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
な
い
武
士
た
ち
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
本
展
示
で
は
、
皆
さ
ん
が
武
士
一
人
一
人
の
目
線
に
立
っ
て
ご
覧
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
章
や
節
ご
と
の
解
説
文
と
は
別
に
、
武
士
の
語
り
口
調
で
解
説
を
お
こ
な

う
パ
ネ
ル
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
現
場
で
警
備
に
あ
た
っ
た
武
士
た
ち
の
気
持
ち
に
な
り

な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
と
よ
り
一
層
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
日
本
に
と
っ
て
ペ
リ
ー
来
航
と
は
未
曾
有
の
大
事
件
で
し
た
。
警
備
に
あ
た
っ

た
武
士
た
ち
の
中
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
戦
争
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
緊
張
感
の
中

で
警
備
に
あ
た
っ
た
も
の
や
、
外
国
人
や
蒸
気
船
を
初
め
と
し
た
西
洋
の
科
学
技
術
に
強

い
関
心
を
抱
く
も
の
も
い
ま
し
た
。

本
展
示
を
通
じ
て
、
日
本
の
歴
史
の
転
換
期
に
あ
っ
て
、
最
前
線
で
ペ
リ
ー
艦
隊
と
対

峙
し
て
い
た
彼
ら
の
息
づ
か
い
を
日
記
や
手
紙
か
ら
感
じ
て
い
た
だ
き
、
且
つ
そ
こ
か
ら

み
え
る
知
ら
れ
ざ
る
ペ
リ
ー
来
航
の
一
面
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
文

仲
泉
剛
）

ペリー提督・横浜上陸の図　横浜開港資料館所蔵・写真提供

休館日：毎週月曜日（ただし祝日の場合は翌日休館）

令和6年7/13●土→9/1●日

「横浜日記」　横浜応接所と小倉藩・松代藩陣営の図　当館所蔵

米船渡来　旧諸藩士固之図　
横浜開港資料館所蔵・写真提供
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横
浜
市
南
区
に
、「
寳
林
寺
」
と
い
う
、
近
世
の
禅
宗
に
お
い
て
と
て
も
重
要
な
お

寺
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
Ｊ
Ｒ
保
土
ケ
谷
駅
を
東
海
道
沿
い
に

井
土
ヶ
谷
方
面
へ
進
む
と
東
海
道
五
十
三
次
の
ひ
と
つ
保
土
ヶ
谷
宿
本
陣
跡
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
南
側
、
小
高
い
丘
陵
地
を
隔
て
た
場
所
に
現
在
の
寳
林
寺
は
位
置
し
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
、
そ
こ
に
は
か
つ
て
、「
東
輝
庵
」
と
い
う
禅
僧
た
ち
が
修
行
の
た
め

に
集
っ
た
禅
宗
道
場
が
あ
り
ま
し
た
。
東
輝
庵
は
、
延
享
年
間
（
一
七
四
四
〜
四
八
）

頃
、
高
乾
院
（
福
島
県
三
春
町
）
の
月
船
禅
慧
と
い
う
禅
僧
が
創
建
し
、
月
船
の
も
と

に
は
近
世
禅
林
を
牽
引
し
た
名
だ
た
る
禅
僧
た
ち
が
綺
羅
星
の
ご
と
く
集
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
年
九
月
、
当
館
で
開
催
す
る
特
別
展
「
寳
林
寺

東
輝
庵
展

横
浜
の

禅
―
近
世
禅
林
の
ル
ー
ツ
」
で
は
、
横
浜
の
禅
林
文
化
の
一
端
を
禅
画
、
墨
蹟
、
頂
相

絵
画
と
と
も
に
展
示
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
簡
単
で
す
が
寳
林
寺
の
歴
史
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

寳
林
寺
と
東
輝
庵
は
別
の
も
の
で
あ
り
、
同
じ
も
の
の
よ
う
で
も
あ
る
と
い
う
、
そ

の
歴
史
は
や
や
複
雑
で
す
。
寳
林
寺
は
鎌
倉
の
臨
済
宗
円
覚
寺
派
の
末
寺
で
、
現
在
の

場
所
か
ら
南
側
に
あ
る
春
日
神
社
の
近
く
に
位
置
し
、
そ
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
開

山
は
大
雅
省
音
（
円
覚
寺
一
〇
二
世
）
で
、
そ
の
示
寂
が
応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
五
世
紀
頃
ま
で
に
は
開
創
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
寛

永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
円
覚
寺
末
寺
帳
に
は
、
ま
だ
宝
地
庵
と
称
さ
れ
、
本
庵
は
円

覚
寺
の
龍
隠
庵
で
、
歴
代
の
住
職
は
円
覚
寺
の
住
持
を
務
め
る
者
も
お
り
、
寳
林
寺
を

隠
居
寺
と
し
ま
し
た
。
五
世
梅
州
省
因
（
永
禄
七
年
〔
一
五
六
四
〕
寂
）
の
の
ち
、
一
時

期
無
住
に
な
り
寺
院
は
荒
廃
す
る
も
の
の
、
永
田
村
の
名
主
を
世
襲
的
に
務
め
た
、
服

部
家
の
祖
玄
庵
道
甫
の
子
、
玖
盤
省
珍
（
寛
永
三
年
〔
一
六
二
六
〕
寂
）
が
開
基
し
て
堂

宇
を
立
て
直
し
ま
す
。

寺
伝
に
は
「
服
部
道
甫
居
士
深
ク
佛
ヲ
信
シ
其
子
ヲ
乄
薙
髪
シ
玖
盤
和
尚
ト
稱
シ
、

當
／
寺
第
六
世
ノ
祖
ト
ナ
ル
、
玖
盤
和
尚
諸
堂
ヲ

改
／
築
シ
寺
政
ヲ
復
興
シ
布
教
濟
度
ニ
努
ム
、
九

世
三
甫
和
尚
ニ
至
リ
更
ニ
堂
宇
ヲ
改
修
ス
」
と
あ

り
こ
の
頃
寳
林
寺
と
改
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
は
、
円
覚
寺
末
寺
帳
に
延
宝
二
年

（
一
六
七
四
）
に
は
寳
林
寺
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
九
世
三
甫
省
巳
は
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
示

寂
で
あ
り
、
前
代
の
八
世
陽
嶽
省
寅
は
慶
安
三
年

（
一
六
五
〇
）
の
示
寂
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ

ら
く
は
三
甫
省
巳
の
世
代
に
「
堂
宇
ヲ
改
修
ス
」

る
と
と
も
に
、
こ
の
時
期
寳
林
寺
と
な
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
頃
、
先
に

述
べ
た
月
船
が
東
輝
庵
を
建
立
し
、
東
輝
庵
主
が

寳
林
寺
を
兼
住
し
て
以
降
そ
の
世
代
を
務
め
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

東
輝
庵
に
は
、
月
船
の
指
導
を
受
け
る
た
め
、

全
国
か
ら
修
行
僧
た
ち
が
参
禅
し
ま
す
。
月
船
か

ら
白
隠
の
も
と
へ
投
じ
た
峨
山
慈
棹
、
円
覚
寺
中

興
の
祖
と
い
わ
れ
る
誠
拙
周
樗
、
こ
の
誠
拙
の
系

統
の
禅
が
鎌
倉
円
覚
寺
で
根
付
き
発
展
し
ま
す
。

ま
た
近
年
で
は
「
か
わ
い
い
禅
画
」
と
し
て
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
柔
ら
か
い
タ
ッ
チ
の
絵
が
紹
介
さ

れ
る
仙
厓
義
梵
も
若
い
頃
、
東
輝
庵
で
修
行
を
し

た
一
人
で
し
た
。

展
覧
会
で
は
、
東
輝
庵
に
集
っ
た
禅
僧
た
ち
と
そ
の
系
譜
の
名
僧
た
ち
が
描
い
た
禅

画
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
禅
画
と
は
お
も
に
近
世
以
降
の
禅
僧
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
絵

画
作
品
を
指
し
、
中
世
の
禅
僧
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
は
主
に
「
水
墨
画
」、
特
に

禅
僧
が
描
い
た
も
の
に
「
禅
林
絵
画
」
や
「
禅
宗
絵
画
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
ま
す
。

禅
画
は
、
法
会
や
、
布
教
の
た
め
、
ま
た
悟
り
の
証
と
し
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
描
か

れ
た
画
題
は
、
達
磨
や
釈
迦
、
観
音
、
風
景
や
動
植
物
、
布
袋
な
ど
多
様
な
も
の
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
永
田
村
は
東
輝
庵
を
中
心
に
地
域
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
文
化
的
土
壌
が
醸

成
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
一
役
買
っ
た
の
が
永
田
村
の
名
主
服
部
家
の
季
章
と
義
兄
弟
で

あ
っ
た
軽
部
長
竪
で
し
た
。
永
田
の
地
は
月
船
の
号
に
ち
な
み
「
武ぶ

渓け
い

」
と
呼
ば
れ
、

こ
の
地
の
文
化
を
「
武
渓
文
化
」

と
い
い
近
接
の
保
土
ヶ
谷
宿
周
辺

を
ふ
く
め
た
文
化
・
文
芸
を
牽
引

す
る
場
と
も
な
っ
て
い
き
ま
す
。

展
覧
会
で
は
、
横
浜
・
永
田
の
地

に
華
開
い
た
禅
文
化
に
ふ
れ
る
と

と
も
に
近
世
禅
林
の
源
流
を
紹
介

し
ま
す
。

（
文

𠮷
井
大
門
）

市指定　誠拙周樗 画賛《指月布袋図》
栄区・玉泉寺所蔵

市指定　誠拙周樗 画賛《富嶽図》　南区・寳林寺所蔵

寳ほ

う

林り

ん

寺じ

東と

う

輝き

庵あ

ん

展
に
よ
せ
て

寳林寺山門

特別展

「寳林寺　東輝庵展
横浜の禅―近世禅林のルーツ」
令和 6年 9月14日（土）～ 11月10日（日）

※会期中一部展示替えを行います
　（前期 ～10月14日（月）、後期 10月16日（水）～）

【休館日】 
毎週月曜日（ただし9月16日、9月23日、10月14日、11月4日は開館）、
9月17日（火）、9月24日（火）、10月15日（火）、11月5日（火）
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レックル

学芸員Y

かんちょう

ズッキ

スー

やよいちゃん

大塚君

キャラクター
デザイン：
やなぎ堂

令
和
六
年（
二
〇
二
四
）

秋
、
青
葉
・
都
筑
両
区
の
区

制
三
十
年
を
記
念
し
て
、
両
区
域

の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
暮
ら
し
を
紹
介

す
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、
市
制
・

町
村
制
の
施
行
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
ま
で
の

村
々
を
統
合
し
た
新
し
い
村
が
全
国
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
青
葉
・
都
筑
両
区
域
に
は
中

川
村
・
都つ

田だ

村
・
山や
ま
の
う
ち内
村
・
田
奈
村
・
中
里

村
の
五
ヶ
村
が
誕
生
し
、
明
治
政
府
は
こ
の

村
々
を
単
位
と
し
て
戸
籍
作
成
や
地
租
改

正
・
伝
染
病
の
予
防
や
対
処
・
学
校
建
設
な

ど
、
近
代
の
改
革
や
事
業
を
実
施
し
て
い
き

ま
し
た
。

な
か
で
も
興
味
深
い
の
は
、
都
筑
郡
農
会

や
下
部
組
織
で
あ
る
各
村
農
会
で
、
農
事
講

習
会
や
品
評
会
を
盛
ん
に
行
い
、
地
域
の
特

産
品
が
で
き
て
い
っ
た
こ
と
で
す
。
農
会
と

は
、
も
と
も
と
地
域
の
篤
農
家
を
中
心
に
行

わ
れ
て
い
た
農
業
技
術
の
促
進
や
そ
の
周
知

を
行
う
団
体
活
動
を
公
的
に
組
織
化
し
た
も

の
で
、
例
え
ば
当
時
の
主
要
産
業
で
あ
っ
た

養
蚕
や
、
ビ
ー
ル
製
造
の
た
め
の
ビ
ー
ル
麦

栽
培
な
ど
の
技
術
を
広
め
、
ま
た
従
来
の
作

物
の
品
種
改
良
や
量
産
化
の
方
法
な
ど
を
指

導
し
て
い
き
ま
し
た
。
青
葉
・
都
筑
両
区
域

の
村
々
は
、
東
京
や
横
浜
な
ど
の
都
市
部
近

郊
と
い
う
地
利
を
生
か
し
て
、
丘
陵
上
の
畑

地
で
ネ
ギ
・
茄
子
・
小
松
菜
な
ど
の
野
菜
、

梨
や
苺
・
ス
イ
カ
な
ど
の
果
実
を
栽
培
し
て

い
ま
し
た
。
な
か
で
も
タ
ケ
ノ
コ
栽
培
は
明

治
期
後
半
頃
か
ら
有
名
に
な
り
、
当
初
は
山

田
・
茅
ヶ
崎
で
作
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
次

第
に
中
川
村
一
帯
に
広
が
っ
て
、「
中
川
の

タ
ケ
ノ
コ
」
と
し
て
流
通
し
て
い
っ
た
と
い

い
ま
す
。

や
が
て
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）、
横

浜
市
の
第
六
次
市
域
拡
張
に
際
し
て
村
々
は

市
へ
の
編
入
を
希
望
し
、
都
筑
郡
下
の
一
町

六
ヶ
村
が
ま
と
ま
っ
て
神
奈
川
区
の
一
部
と

と
も
に
港
北
区
が
誕
生
し
ま
す
。
そ
の
三
十

年
後
の
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
に
は

港
北
区
が
緑
区
と
港
北
区
に
分
割
さ
れ
、
さ

ら
に
二
十
五
年
後
の
平
成
六
年（
一
九
九
四
）

に
は
港
北
区
と
緑
区
が
港
北
・
緑
・
青
葉
・

都
筑
の
四
区
に
分
区
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
期
に
創
設
し
た
村
々
は
港
北
区
誕
生

青葉区都筑区区制30周年記念展示

「丘のよこはま―近代の村の歴史と暮らし―」によせて

青葉・都筑両区域にあった近代の村
（「神奈川県管内之図」（横浜開港資料館所蔵）に加筆して作成）

振り返ってみよう！

『君も今日から考古学者！―横
浜発掘物語2024―』およそ70
日間のロングランを無事終える
ことができました。2023年開
催時よりも体験できるコンテン
ツを増やしてみたけれど、みん
なはどうだったかな？

みんなが協力してくれたお
かげで、立派な地層ができ
たックルよ！

レックル

発掘調査の体験、
盛況だったね。
楽しかった！

体験学習室では縄文
土器のかけらや石器
を手に取ってみるこ
ともできたわ。

日本を飛び出して
アンデスの笛吹き
ボトルの展示も
やっていたね。

竪穴住居のモンブラン、
おいしかったわ。

俺たちのことをミュージカル
にしてもらったよな！

もっともっと、いろいろ
なことをして、みんなで
「こうこがく」をひろめ
ていくのだ！

ジョー君

ズッキ

みんなが楽しんでくれ
て何よりです。多くの

人に考古学の楽しさを知って
もらえるようにこれからも頑
張っていきます。

もっともっと、いろいろ
なことをして、みんなで
「こうこがく」をひろめ
ていくのだ！

竹の子の共同出荷
（男全冨雄氏イラスト
のうち）当館所蔵

【
会
期
】
令
和
6
年
11
月
23
日
（
土
祝
）〜
12
月
15
日
（
日
）

　
　
＊
休
館
日

毎
週
月
曜
日

に
よ
り
消
滅
し
、
加
え
て
昭
和
三
十
年
代
の
鉄
道
敷
設
に
伴

う
多
摩
田
園
都
市
開
発
や
、
昭
和
四
十
年
代
の
港
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
開
発
に
よ
っ
て
、
地
域
の
地
形
や
暮
ら
し
は
急
速
に

変
化
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
中
川
や
都
田
、
山
内
と
い
っ

た
か
つ
て
の
村
名
は
、
現
在
で
も
小
・
中
学
校
名
や
駅
名
、

地
区
セ
ン
タ
ー
名
な
ど
に
残
っ
て
、
横
浜
近
代
の
村
々
の
な

ご
り
を
伝
え
て
い
ま
す
。

（
文

阿
諏
訪
青
美
）
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令和6年（2024）5月25日（土）～26日（日）に
第2回「歴史未来フェス」を開催しました。
　歴史未来フェスは、横浜市歴史博物館を舞台
　　に、博物館のある都筑区を活動拠点とする
　　みなさんと一緒につくったイベントです。
　　　第2回目の今年は、大塚・歳勝土遺跡公
　　　　園までイベントエリアを拡大し、50を
　　　　　超える個人・団体のみなさんが出展
　　　　　　　者として参加しました。
　　　　　　　　　当日のようすの一部をご紹
　　　　　　　　　　　介します。優勝チーム“Rings fr

om GDS”の3人。

土器トロフィーを手に
ピース！

出演者“ヴォーカル アンサンブル　はな＊うた”
のパフォーマンス

毎年恒例の企画展「君も今日から考古学者！」とのコラボ企画
です。展示のキャラクターたちが実写化して歌ったり踊った
り…パワフルなステージでした！

バックづくり
や、型染めの

ワークショッ
プを開催

ダンスコンテスト、音楽パフォーマンス、ミュージカルなど、
普段は博物館でなかなか見られない、迫力あるパフォーマンス
が繰り広げられました！

地元企業や団体による特色ある
ワークショップを開催しました。

電子工作はんだづけで
手のひらサイズのゲーム機を作成

古民家を舞台に、しの笛コン
サート、着物・竹細工体験が
行われました

まちbiz着物同好会の催し

交流のようす

実行委員会のメンバー一同も
楽しく準備しました！来年の
開催もお楽しみに。

民家園竹林クラブのメンバー
も着物楽しみました。着物同
好会と交流できました。

静かな環境で⁉ じっくりワークショップを行
うことができました。ゲーム機づくりという
なかなかできないプログラム、参加者もスタッ
フも存分に楽しむことができました

広い工房で、子ども達がじっく
り作品づくりに熱中していた姿
が印象的でした

いつもは生声で歌っている私達なので、マイクに声
を入れる事がなかなか難しく戸惑うところも有りま
したが、音響さんに最大限のフォローをしていただ
き、楽しく歌わせて頂きました。他の出演者の発
表も刺激になり、是非来年も機会があれば参加さ
せていただきたいと考えています。

他のグループたちがめちゃ
めちゃ上手くて勝てるか心
配だったけど、最終的に
良い結果に終わってよかっ
た。めっちゃ楽しかった！

楽しかったし、応援しに来てくれた
人たちの期待に応えられて良かった。
学校の先生や友達が見に来てくれて、
それで優勝出来て。ダンスを続けた
い意欲が増した。

優勝の結果は出たけど、
もっと出来たはず。プロ
を目指すならまだまだ
だった。プロになるため
に天狗にならずに頑張る。

8

＆

センター北エリアでは毎月おなじみの
「みなきたマルシェ」が遺跡公園にやっ
てきました！土器の写真が飛び出る
ARスタンプラリーも大好評でした。

隣のお部屋で篠笛が聞こ
える中、ノスタルジック
な空気感にお越しいただ
きました方だけでなく私
たちも心地よい気持ちに
なれました。

［25日］

［26日］
［26日］

［25日］

［26日］

　　　第2回目の今年は、大塚・歳勝土遺跡公　　　第2回目の今年は、大塚・歳勝土遺跡公　　　第2回目の今年は、大塚・歳勝土遺跡公
　　　　園までイベントエリアを拡大し、50を　　　　園までイベントエリアを拡大し、50を　　　　園までイベントエリアを拡大し、50を
　　　　　超える個人・団体のみなさんが出展　　　　　超える個人・団体のみなさんが出展　　　　　超える個人・団体のみなさんが出展　　　　　超える個人・団体のみなさんが出展
　　　　　　　者として参加しました。　　　　　　　者として参加しました。
　　　　　　　　　当日のようすの一部をご紹　　　　　　　　　当日のようすの一部をご紹
　　　　　　　　　　　介します。　　　　　　　　　　　介します。

出場チーム“新しい盆踊りを
考える会”のみなさん

「ダンスコンテスト」と聞くと敷居が高く感じていましたが、
客席もスタッフの皆さんもとても暖かい雰囲気でした。ま
た、他チームの幅広い年齢層による幅広いジャンルのダン
スも刺激的でした。ステージからも客席からも楽しめるイ
ベントなので、来年もまた是非開催してほしいです！

・



大塚・歳勝土遺跡公園では日々、地域や考古学に関係した活

動やイベントを行っています。

令和6年度上半期は、やはり歴史未来フェスでマルシェを開

催できたことが大きいでしょう。

マルシェ開催中、弥生時代と古墳時代の炊飯方法でご飯をつ

くり、試食会を実施したところ、あっという間に100名近く

の方が集まり、食べ比べを楽しんでいただけました。

また、企画展「君も今日から考古学者！―横浜発掘物語

2024―」の関連企画で「大昔のくらしにせまる」と題し

①竪穴住居を直してみよう―かやぶき屋根プロジェクト―
②たたら製鉄実験

を実施しました。

例年実施しているかやぶき屋根プロジェクトに加えて、たたら製鉄実験では、古代の製鉄炉を現代の資材

で再現し砂鉄から鉄を作り上げる工程を再現しました。

製鉄炉の内部は1,000℃を超えるため大変な熱気の中、多くの見学者に囲まれながら、20kgの砂鉄から

3kg程度の鉄を作ることができました。

大昔のくらしにかかわる様々な体験やイベントを実施することで多くの人に考古学の面白さ、楽しさを

知っていただきたいと思います。

活動にあたっては都度当館HPで周知をしていますので、ご確認をお願い申し上げます。 (文　橋口豊)

10

タテからヨコへ…検証も大事
民俗担当です（^o^）　レキハクファーム通信８

号です。
昨年、スタート以来の初の大収穫を迎え、この

プロジェクトの連載もいよいよ終了か!?という
ところでしたが、今年からは部活的な立ち位置
で、のんびりと陸

お か ぼ

稲栽培を再スタートしましたの
で、その報告をお届けしたいと思います。
冬の寒起こしをはじめとする土づくりの重要性

を身に染みて理解した昨年ですが、この冬から春
にかけてもしっかりと取り組みました。今年の
チャレンジとしては、昨年認識した、畑の手前と
奥で成長の度合いが大きく変わる点をもう一度確
認し、肥料を調整しながら畑全体からバランスよ
く収穫するということにしました。
例年の傾向でもあり、うすうす気づいてはいま

したが、土が固く踏みしめられた手前の通路側は
周囲の畑からの肥料の流入が届きにくいのではな
いかと考えています。寒起こしでは手前と奥と、
土を入れ替え、今後も施肥の量を変えていきたい
と思いますが、果たしてどうなるでしょうか？
5月27日には、その検証にむけて、手前と奥

の成長を確認しやすくするため、ことしはタテ
ではなくヨコに3列、畝（うね）をつくりました。
また、種をまく間隔（株間）も通常の15～20セ
ンチではなく、あえて10センチと狭くすること
にして、畑の中のどのあたりから成長に差が出て
くるのかを確認しやすくすることにしました。
本来は4月から５月にかけてが陸稲の種まきの

シーズンですが、ちょっと土づくりに時間をかけ
たこともあり本年は6月3日と少し遅めとなりま
した。（主に担当のスケジュールの都合ですが…）
しかも、種まきの前日に大雨が降り、せっかく
作って準備していた畝の一部が崩れてしまい（し
かも検証したい通路側）、発芽や成長に影響が出
てこなければいいのですが、気になるところです。

（文　羽毛田智幸）

11

植えたもの　陸稲「農林24号」

［X（旧twitter）］https://twitter.com/rekihaku_farm
横浜市歴史博物館レキハクファーム通信（@rekihaku_farm）
で日々の活動の様子をつぶやいています！レ キ ハ ク

ファーム通信❽

DIARY

4月28日 除草・耕起・施肥

5月27日 施肥・畝たて

6月3日 畝の補修・種まき
　　　　  （34株×３畝＝102株）　

6月17日 発芽の確認

6月24日 畝の作り直しと追加の種まき

7月1日 除草

7月８日 除草・水やり

7月20日 除草・水やり

7月22日 除草・水やり

7/20
追加の種まきもあり、

持ち直した状況

かやぶき屋根プロジェクト

たたら製鉄 完成した鉄

砂鉄

15
～
20
cm

レ
キ
ハ
ク
フ
ァ
ー
ム

良く育つ 育ちが悪い

周りの畑

周りの畑

肥
料
が
流
入
？

通

路

15～20cm

種
畝

2023年度

どのあたりから、成長に
影響が出るかを検証

レ
キ
ハ
ク
フ
ァ
ー
ム

通

路

10cm

種
畝

2024年度

陸稲「農林24号」

4/28
右側の通路側と左の奥側の土を入れ替え

6/3
3畝に10cm間隔で

種まき
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横
浜
市
歴
史
博
物
館
の
館
長
と

な
っ
て
、
三
年
が
た
ち
ま
し
た
。
古

代
か
ら
近
代
に
わ
た
り
新
し
い
知
識

や
文
物
を
積
極
的
に
受
容
し
て
き
た

横
浜
三
万
年
の
歴
史
・
文
化
に
関
す

る
「
知
」
を
市
民
の
皆
様
と
共
有
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
、
調
査
・
研
究
と

と
も
に
展
示
・
発
信
に
努
め
た
い
と

い
う
抱
負
を
お
話
し
た
こ
と
が
昨
日

の
よ
う
で
す
。
ま
だ
振
り
返
る
の
に

は
短
か
過
ぎ
る
時
期
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
に
と
っ
て
、
三
年
は
一
つ

の
節
目
で
も
あ
り
ま
す
。

人
の
一
生
の
中
で
も
、
入
学
・
進

学
・
卒
業
・
成
人
・
就
職
・
転
勤
・

退
職
・
還
暦
・
古
希
…
な
ど
の
節
目

ご
と
に
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
こ

れ
か
ら
を
設
計
す
る
機
会
と
す
る
こ

と
は
、
漫
然
と
時
に
流
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
意
味
の

あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
当
館
の
企
画
展
「
サ
ム
ラ

イ

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ

ペ
リ
ー

Ｗ
ｉ

ｔ
ｈ

黒
船
」
も
、
ペ
リ
ー
の
横
浜

来
航
一
七
○
年
を
記
念
し
て
い
ま

す
。
開
港
資
料
館
の
企
画
展
と
も
連

携
し
た
魅
力
的
な
展
示
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
、
○
周
年
・
○
周
忌
・

生
誕
○
年
・
没
後
○
年
記
念
な
ど
と

い
う
節
目
に
あ
た
っ
て
、
改
め
て
歴

史
を
見
直
し
将
来
を
見
据
え
よ
う
と

い
う
意
味
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
ペ

リ
ー
来
航
に
よ
っ
て
、
小
さ
な
横
浜

村
が
日
本
と
世
界
と
の
接
点
と
し
て

歴
史
上
の
表
舞
台
に
飛
び
出
し
、
日

本
の
近
代
を
切
り
ひ
ら
く
上
で
大
き

な
役
割
を
果
た
し
、
さ
ら
に
そ
の
後

世
界
に
開
か
れ
た
都
市
と
し
て
発
展

し
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
る
上
で
、

良
い
機
会
に
な
る
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
横
浜
市
歴
史
博
物
館

は
、
来
年
で
開
館
三
十
周
年
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。「
十
年
ひ
と

昔
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

三
十
年
は
大
き
な
画
期
で
も
あ
る
と

い
え
ま
す
。
私
も
、
横
浜
市
歴
史
博

物
館
創
設
の
頃
に
、
平
野
邦
雄
初
代

館
長
か
ら
新
し
い
博
物
館
が
め
ざ
す

と
こ
ろ
と
熱
い
思
い
を
色
々
と
お
聞

き
し
、
ま
た
自
分
が
発
掘
に
参
加
し

た
大
塚
・
歳
勝
土
遺
跡
と
一
体
で
創

ら
れ
る
博
物
館
に
大
い
に
期
待
と
親

し
み
を
も
っ
た
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
私

と
同
じ
く
古
代
史
を
専
攻
す
る
当
時
の
学

芸
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
前
沢
和
之
さ
ん
や

平
野
卓
治
さ
ん
と
も
、
し
ば
し
ば
交
流
が

あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
大
学
に
ま
た
が
る

私
た
ち
在
野
の
研
究
会
「
あ
た
ら
し
い
古

代
史
の
会
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
東

国
の
石
文
」
を
共
催
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
も
、
な
つ
か
し
い
思
い
出
で
す
。

た
だ
三
十
年
た
つ
と
、
大
き
く
社
会
情

勢
・
周
辺
環
境
や
歴
史
学
の
潮
流
も
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
開
館
当
初
の
、
新
し
い

展
示
構
成
な
ど
に
最
も
苦
労
し
た
世
代
の

職
員
の
方
も
段
々
と
リ
タ
イ
ア
し
て
き
ま

す
し
、
開
館
時
の
常
設
展
示
も
本
格
的
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
い
と
い
う
希
望
も
生

じ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
あ
け

と
い
う
時
代
を
迎
え
、
す
べ
て
の
博
物
館

が
か
か
え
る
課
題
も
共
通
に
抱
え
て
、
横

浜
市
歴
史
博
物
館
も
、
厳
し
い
状
況
下
で

新
し
い
展
開
を
め
ざ
さ
な
く
て
は
な
ら
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
当
館
を
力
強
く
支
え
て
下

さ
っ
て
き
ま
し
た
横
浜
歴
博
も
り
あ
げ
隊

や
横
浜
さ
い
か
ち
の
会
な
ど
の
関
連
団
体

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
そ
し
て
様
々

な
形
で
ご
支
援
い
た
だ
い
て
き
た
多
く
の

団
体
・
企
業
な
ど
の
皆
様
の
大
き
な
ご
協

力
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
横
浜
市
歴
史

博
物
館
の
新
展
開
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い

横浜市歴史博物館の
来し方・将来

館長コラム
平野邦雄初代館長

館長　佐藤  信

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
力
添
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

開館当初の
館内のようす
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博物館全体の施設案内や、常設展示室に展示されて
いる歴史資料について解説を聞くことができるガイド
アプリです（日本語、英語、中国語繁体字・簡体字、
韓国語、ドイツ語対応）。
横浜市歴史博物館2階の円形の常設展示室では、約
3万年前の原始から近現代までの時代ごとに横浜の歴
史をたどることができます。解説アプリをお手持ちの
スマートフォン・タブレットにインストールすること
で、音声解説や解説映像を通して常設展示をより楽し
むことができます（iOS、Androidに対応しています）。

「横浜の文化財」をテーマに当館館長・学芸員が講師としてお話しします。
この講座に参加すれば、横浜のことが丸わかり！

ミュージアムショップより
新商品のお知らせ

【価格】1個　1,100円（税込）
※オンラインショップの場合は別途送料がかかります。

【サイズ】高さ12cm×幅6cm（顔の幅）×
　　　　奥行（顎から後頭部突起まで）6.5cm
【主素材】ポリエステル等
【色】本体：明茶色　刺繍：濃茶色

はらでぐちくんには、横浜市歴史博物館オリジナ
ル工作キットのペーパークラフトタイプもありま
す。作り方の説明書付き。ぜひ、ぬいぐるみキー
ホルダーと合わせてお買い求めください。

【難易度】★☆☆☆☆　【使う道具】のり
【標準制作時間】10分～
【完成品サイズ目安】胴回り最大29cm　高さ17cm
【価格】800円（税込）
※オンラインショップの場合は別途送料がかかります。

はらでぐちくんには、横浜市歴史博物館オリジナ
ル工作キットのペーパークラフトタイプもありま
す。作り方の説明書付き。ぜひ、ぬいぐるみキー

【完成品サイズ目安】胴回り最大29cm　高さ17cm

別途送料がかかります。

月の最終土曜日に開催するイベントです。土曜日は小・中・高校生は入
場無料！暑い日も、雨の日も、博物館のなかでたのしく学びませんか？

各プログラムの開催日時等
詳細はこちら▶

お申込みは▲
こちらから

「横浜市歴史博物館公式解説アプリ」をご存じですか？

イベントたくさん！

【下半期講座内容】
9/22（日） 「昔話は文化財になるのか？―民話から見る妖怪―」講師 小林光一郎（民俗担当）

10/20（日） 「横浜の神代神楽（じんだいかぐら）―近世、近代、そして現在―」講師 小林紀子（近世担当）

11/24（日） 「近世横浜の領主と文化財―おらが村のお殿様を探る―」講師 仲泉剛（近世担当）

12/22（日） 「仏像の修理―横浜市指定文化財・向導寺阿弥陀如来坐像を例に―」講師 花澤明優美（美術担当）

1/18（土） 「戦国・海の覇権争い―横浜市指定文化財・「里見梅王丸朱印状」を読む―」講師 阿諏訪青美（中世担当）

2/15（土） 「絵画の文化財修理―笠木治郎吉の作品を例に―」講師 吉井大門（美術担当）

3/15（土） 「横浜の文化財―史跡を巡って―」講師 佐藤信（当館館長・古代史研究者）

れきし工房 歴史をたのしく学びながら、オリジ
ナル作品をつくるプログラムです。

まがたま作り（かっ石）
滑らかな手触りのやわらかい石
を使って、昔のひとも作った“ま
がたま”制作に挑戦できます。
（所要時間：60～90分程度）

あじろ編み（小物入れ）
縄文時代の遺跡からも見つかっ
ている「網代編み」という編み
方で、小物入れをつくります。
（所要時間：90～120分程度）

おもしろいぞ！紙芝居
街頭紙芝居の実演
を見てたのしむこ
とのできるプログ
ラムです。

アプリの
ダウンロード、
利用方法は
こちらから▶

　商品のモチーフとなったのは、横浜市都筑区の原出口遺
跡から出土した縄文時代後期（今から約4000年前）の筒形
土偶（つつがたどぐう）。これまでに沖縄県立博物館や群
馬県立歴史博物館など、各地の博物館の展覧会に出陳され
た実績があります。通常は、当館の常設展示室に展示され
ていますが、この愛らしい顔や姿が人気の筒形土偶、これ
からもっともっと人気者になる可能性を秘めている？と考
え「はらでぐちくん」と呼んでいます。今後さらに認知度
が高まることを期待し、令和7年（2025）1月31日に迎える
当館の開館30周年記念事業の一環として、ぬいぐるみキー
ホルダーとして商品化、6月8日より販売開始しました。
当館ミュージアムショップ、オンラインショップで好評
発売中です！ （文　野口文恵）

ボールチェーン付。
バックやリュック
につけて

お出かけの時も
連れて行って
あげてください。

国内外で
お仕事中♪

オンラインショップはこちらから▶

“もっと”
歴博を 楽しもう！

中山家資料整理中です 世界の車窓から 
～北米編～
デラウェア川にて

ホノルルの
ビショップ博物館前

フィラデルフィア ニューヨーク



●開館時間
9:00～17:00（券売は16:30まで）
大塚遺跡を除く公園部分は24時間オープン

●休館日
月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
そのほか展示替えなどのため、臨時休館することがあります。

●常設展観覧料

■企画展・特別展の観覧料は別に定めます。
■毎週土曜日、小・中・高校生は無料です。
■横浜市内在住の65歳以上の方は「濱ともカード」など証明
できるものをご提示ください。
■「身体障害者手帳」「愛の手帳（療育手帳）」「精神障害者保健
福祉手帳」をお持ちの方と介護者は無料です。入館の際に
手帳または、スマートフォンアプリ「ミライロＩＤ」の手
帳画面をご提示ください。
■補助犬（盲導犬・介助犬・聴導犬）とご一緒に入館できます。

●交通
横浜市営地下鉄「センター北駅」下車徒歩5分
駐車場あり（30分100円）

会期・開催時間等の予定を変更する場合があります。最新
情報はお出かけ前に、当館ホームページまたはお電話にて
ご確認ください。

〒224-0003　横浜市都筑区中川中央1-18-1
Tel.045-912-7777（代表）　Fax.045-912-7781
https://www.rekihaku.city.yokohama.jp/
X（旧twitter）　＠yokorekihaku

区分 個人 団体
（20人以上、1人につき）

一般 400円 320円

高校生・大学生 200円 160円
小学生・中学生

横浜市内在住65歳以上 100円 80円

横浜市歴史博物館は（公財）横浜市ふるさと歴史財団が指定管理者として管理運営しています。

横浜市歴史博物館および大塚・歳勝土遺跡公園の利用案内

横浜市歴史博物館ニュースNo.57　2024年8月31日発行
編集・発行　横浜市歴史博物館
デザイン　株式会社フィールド・ノート、柳原梢子（やなぎ堂）

INFORMATION

　展　覧　会

●企画展「ペリー横浜上陸170年
　　　　 サムライ Meets ペリー With 黒船 
　　　　 ―海を守った武士たち―」
　令和6年7月13日（土）～9月1日（日）

●特別展「寳林寺　東輝庵展　横浜の禅―近世禅林のルーツ」　
令和6年9月14日（土）～11月10日（日）

●青葉区都筑区区制30周年記念展示
「丘のよこはま―歴史と暮らしの30年―」
　令和6年11月23日（土）～12月15日（日）

●企画展「かながわの遺跡展」　
令和6年12月24日（火）～令和7年1月26日（日）

●「令和6年度 横浜市指定・登録文化財展」／
企画展「仏像入門展」
　令和7年2月8日（土）～3月16日（日）

関連イベントや
その他ワークショップ等の

開催については、
当館ホームページ、
X（旧twitter）にて随時
お知らせしていきます！

横浜市歴史博物館は、令和7年1月31日に開館30周年を迎えます。

令和 7 年度は、開館
30周年記念特別展を
開催予定です。




